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地域の皆さまからの会費やご寄付が大きな支えとなっており、大切に活用させていただいております。
今後とも皆さまのあたたかいお気持ちをお寄せくださいますよう、よろしくお願いいたします。
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令和４年度会費について 

会費・予算について報告します

● 主な事業概要 ※上記事業の中から主な事業内容を一部抜粋して掲載。

①地域福祉活動事業
②福祉啓発イベント事業
③ボランティア活動事業
④福祉有償運送事業

9,410,600
387,000
647,000
448,000

10,892,600

86%
4%
6%
4%

100%

事　業　名

合　　計

金　額 構成比
支　出 【会費支出】

単位：円

※構成比については四捨五入をしています。

①地域福祉
　活動事業
　86%

④福祉有償
　運送事業
　4%

②福祉啓発
　イベント事業
　4%

③ボランティア
　活動事業
　6%

　令和４年度住民の皆様や団体の皆様等からいただいた会費をもとに以下の事業に活用させていた
だきました。

◇地域福祉推進基礎組織育成事業
　地域福祉を推進し、地域のニーズを地域で解決して
いくための地域福祉推進基礎組織の育成を図ることを
目的に、各地区のコミュニティ協議会に地域福祉の推
進を図る部会を設置して地域福祉推進基礎組織の育
成を図った。
　嶺田地区では、出前講座やレクレーションなどの「み
ねだお元気会」、自治会長や防災委員に参加を呼び掛
け、地域で福祉的な見守り支援や災害時に支援の必要
のある方を確認し、各自治
会単位で「災害時にも使え
る福祉見守りマップづくり」
の更新作業等が行われた。
各種取り組みがスムーズに
運営できるよう支援した。

◇市民福祉大学
　令和４年12月19日
（月）に中央公民館にお
いて、講師「土屋幸己氏」
による『地域の支え合い
活動を広げるために』～
みんなで創る新しい支

え合い・助け合い社会～を演題として開催した。
　参加者は65人であり、アンケートを行ったところ、満
足が32人、やや満足が13人、無回答が1人であった。

◇ふらっとスペース（居場所）の開催
　東遠地区生活支援センターと
の共催にて、発達障がい等により
ひきこもりがちな方を対象とした
居場所を月４回（プラザけやき及
び社会福祉法人和松会まいど童
夢）にて開設した。

◇広報活動事業
　地域福祉推進への意識
啓発を目的に広報誌「社協
だより」の発行を月１回行っ
た。また、よりよい広報活
動を展開するために、広報
モニターを設け、それぞれ
にアンケート調査を実施

したり、アンケートやモニター会議を開催した。

　社会福祉協議会では,地域福祉を住民の皆さまと共に進める
ため、住民、企業、福祉団体など多くの方々に会員になってい
ただいております。
　「誰もが安心していきいき暮らせるまち」づくりのため、皆さ
まから納入いただいた会費は、地域福祉の推進や住民が主体
となって行う福祉活動に活用させていただきます。こうした趣
旨をご理解いただき、会費の納入にご協力をお願いいたします。

社協会費へのご理解と御協力をお願いします。
◎一般会員会費(市内各世帯) …… 1口800円
◎賛助施設会員会費 …………… 1口3,000円
◎賛助個人会員会費 …………… 1口1,000円
◎賛助法人会員会費 …………… 1口3,000円
◎賛助団体会員会費 …………… 1口1,000円
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問合わせ 総務経理係　☎35-3724

● 令和5年度事業計画

合　　計

）別業事（ 出　支

◇地域福祉事業

◇在宅福祉事業

①会費収入
②寄付金収入
③経常経費補助金収入
④受託金収入
⑤貸付事業等収入
⑥事業収入
⑦介護保険事業収入
⑧障害者サービス等事業収入
⑨医療事業収入
⑩受取利息配当金収入
⑪その他の収入
⑫その他の活動による収入

11,539
10

60,241
71,233
659
3,398

123,180
1,890
6,000

6
2,736
1,441

282,333

4.1%
0.0%
21.3%
25.2%
0.2%
1.2%
43.6%
0.7%
2.1%
0.0%
1.0%
0.5%

100.0%

予算額 構成比
収　入 単位：千円

単位：千円

※事業については抜粋して掲載しております。

収入

①会費収入 4.1%

③経常経費
　補助金収入
　21.3%

④受託金収入
　25.2%

⑥事業収入 1.2%
⑤貸付事業等収入 0.2%

⑦介護保険
　事業収入
　43.6%

支出総額：303,217 千円

⑧障害者
　サービス等
　事業収入
　0.7%

⑨医療事業収入
　2.1%

⑫その他の活動による収入 0.5%
⑪その他の収入
　1.0%

・地域福祉計画・地域福祉活動計画の推進
   地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会
・市民福祉教育の推進事業
   市民社会福祉大学
   みんなのしあわせ懇談会事業
   地域福祉教育実践校助成事業
・小地域福祉活動の推進事業
   小地域福祉活動推進事業
　 地域福祉推進事業
   地域福祉推進基礎組織育成事業
   生活支援コーディネーター事業
   ふれあい健康づくり
　 地域巡回型レクリエーション介護予防出前講座
・広報・啓発事業
   広報活動事業
   ふれあい広場
   菊川市社会福祉大会開催事業
   障がい理解普及啓発交流事業
   共同募金運動推進事業
   大規模災害被災時対応訓練
   菊川市慰霊祭開催事業
・総合相談及び生活支援事業
   福祉総合相談事業
   心配ごと相談事業
   結婚相談事業
   生活福祉資金貸付事務及び相談支援
   小口資金貸付事業

   セーフティネット支援ネットワーク事業
   日常生活自立支援事業
   安心見守りサービス事業
   自立相談支援事業（生活困窮者自立支援法事業）
   就労サポート事業
   非常時あんしん対策事業
  「ひきこもり」問題に社会福祉施設・団体の連携での取り組み
   成年後見推進事業
   介護員養成研修
   居住支援法人事業
・ボランティア活動の推進事業
   ボランティア相談事業
   ボランティア講座等の開催
・福祉サービス事業
   福祉有償運送事業
   特殊寝台貸出事業及び福祉用具貸出事業
   福祉車両の貸出
   視覚障がい者外出支援事業
   レクリエーション用具等貸出

・一般高齢者通所事業（いきいきサロン）
・移送サービス事業

◇児童館・子育て支援センター事業
・菊川児童館
・小笠児童館
・きくがわ子育て支援センター事業
・おがさ子育て支援センター事業

◇介護保険・障害者福祉事業
・きくがわ居宅介護支援事業所
・きくがわヘルパーステーション
・きくがわデイサービス　ぎおんの里
・きくがわ訪問看護ステーション
・社協　きくがわ支援事業所
・共生型生活介護事業
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令和５年度予算概要のお知らせ
　本年度の予算概要及び事業計画をお知らせいたします。
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笑顔にあいたくて

和
わ

田
だ

 勇
いさむ

さん（自治会名：牧之原下）

　Ｑ　　　 現在の活動について教えてください。 

　５年前から肥料袋、健康足踏み竹、孫の手等を作り始めました。
今では牧之原農村婦人の家や六郷地区センターに置いておき、皆
に自由に持ち帰ってもらっています。孫の手を作る時は、竹がま
だ柔らかいうちに曲げます。しっかり曲がるのに２、３日かかり
ます。その後はノコギリを使って仕上げていきます。趣味として
行っていますが、皆が「助かるよ」と喜んでくれることがとても
嬉しいです。

　Ｑ　　　 活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。 

　「助かっているよ」「うちの肥料袋が無くなったから新しいのを作って」と声を掛けてもらえるの
が嬉しく、やりがいがあります。肥料袋は草を採る時などに使ってくれています。最初は取っ手が
付いていませんでしたが、持つところがあった方が便利だなと思い古いホースを付け改良したら好
評でした。何を使ったら良いか、どうしたらもっと良くなるかと考えることが楽しいです。

　Ｑ　　　 趣味や楽しみなことは何ですか。 

　趣味はカラオケです。平成８年から始め、コロナ前までは年に３、４回アエ
ルで発表をしていました。北島三郎や三波春夫をよく歌います。
　野菜や花を作るのが好きです。いろいろな野菜を作っていますが、人に配っ
て喜ぶ顔を見るのが楽しみです。

　Ｑ　　　 これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。 

　自分のモットーは「常に挑戦すること」です。最近荒れた茶畑に栗の木を植えてみました。まだ
まだ一年生で分からないことばかりですので、皆さんに教えてもらいながら、これからもやってい
きたいです。
　子供のころは戦時中で食べ物や衣類が不自由な中育ってきたので、今まで生きてこられた事がな
により幸せです。いろんな人にお世話になってきたので恩返しをするにはどうすれば良いか考えな
がら活動をしています。これからも皆の笑顔が見たいです。

」袋料肥「」手の孫「」竹み踏足「のり作手

趣味のカラオケ

第144回

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいらっしゃいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。
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ます。平成29年より前は、加茂地区内７自治会の中で長池だけサロンがありませんでしたが、この
サロンを立ち上げたことにより加茂地区全自治会にサロンが誕生したことになります。

　活動日は毎月１回第１金曜日で、内容はレクリエーショ
ンを楽しんだり、市の医療・健康などの出前講座や交通安
全教室を真面目に聞く時もあれば、健康体操で身体を動か
したり、おしゃべりをする時間を作るなど、リフレッシュ
できる回も作ったり…参加して下さる皆さんが楽しめる内
容を試行錯誤しながら決めています。対象者は高齢者70歳
以上の方ならどなたでも参加が可能です。

　良い点として、この会に参加し
た高齢者の方々がレクリエーショ
ンで楽しく遊んだり、出前講座を
聞いたりして知識を広められること、参加者に男性が平均５名と他のサロン
と比べると多いことです。
　それから、参加対象者へサロン開催日の週の初めに案内状を一人一人に渡
して参加を呼び掛けており、一人暮らし
の方や健康に心配のある方には前日に訪

問したり、電話して声掛けをするように工夫しています。

　課題としては、今までサポーターをしていた方が、高齢になっ
たり、転居してしまったため辞めてしまい、後任のなり手が見
つからないことです。現在サポーターは男性１名、女性５名のみになっています。

と感じる人を育成する場でもあると思っているので、興味のある方がいらっしゃい
ましたらぜひ、開催日にお越し頂ければと思います。

～サロン活動の紹介　加茂～　長池くつろぎの会
今回は加茂地区全自治会にあるサロンのうち、

施設や団体の紹介コーナー
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　６月14日に横地小学校で、4年生14名を対象に社会福祉法人和松会の清松園施設長、大塚さおり
氏を講師に１時間目は福祉についてのお話、２時間目は体験学習をしました。最初の授業では、耳
マークや補助犬マーク等の説明、みんなでできる福祉について大塚氏から、わかりやすくお話し
てくれました。２時間目は体験学習として、車いす体験やアイマスクを使っての視覚障がい者体験、
おもりを使っての高齢者疑似体験をやりました。ペアに
なって何が不便で、どういった声掛けやお手伝いをした
らよいかを伝えあいました。感想として、アイマスクを
したら壁もわからないし、階段が怖かった。おもりをつ
けたら歩きづらくてお年寄りとか大変だと思った等の意
見がでました。こうした気づきを大切にし、地域全体で
障がいを抱えている人たちや、高齢者が幸せに暮らして
いける地域になるよう、社会福祉協議会からも福祉教育
を推進していきたいと思います。

福祉学習を開催しました

　５月29日、訪問傾聴ボランティア派遣事業活動登録者情報交換会を開催しました。傾聴ボラン
ティア８名と小規模多機能ホームようこその職員さんに参
加していただき、傾聴活動について意見、情報交換を行い
ました。
　訪問傾聴ボランティアは、個々での活動が主なため、ボ
ランティア同士が集まり様々な意見を出し合うことで、共
感や新たな気付きを得られ、より良い傾聴活動に繋がる機
会になったと思います。
　今後もこのような場を定期的に設け、ボランティア活動
をしやすい環境作りに努めていきます。

　６月29日、30日の2日間、10名の参加者で福祉有償運
送運転者・セダン等運転者講習会が行われました。
　１日目は、移動サービスの歴史や特性について、運転方
法や法令について学びました。
　２日目は、車いすを使った介助の仕方や、自動車学校で
実際に車いす車両を運転しての講習や、乗降介助の対応に
ついての演習を学びました。

訪問傾聴ボランティア情報交換会を開催しました

福祉有償運送運転者・セダン等運転者講習会が行われました

「みなさまへのご報告」
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　６月17日（土）に「ふれあい企画」を実施しました。この企画は障がい者と学生ボランティアが
菊川インター前の美化活動を通して交流し、障がいへの理解を深め、地域福祉の推進を図ることを
目的に、社会福祉法人Мネット東遠、社会福祉法人草笛の会、中日本高速道路株式会社、ボランティ
ア等の協力を得て開催しています。今回は、池新田高
校や静岡県立大学短期大学部の学生９人が参加されま
した。マリーゴールドやポーチュラカ、サルビアやひ
まわり等たくさんのお花を植えました。他にも、カン
パニュラや日日草を菊川市花の会からいただき、大勢
の協力により素敵な花壇になりました。参加された学
生からは、「いろんな方とコミュニケーションをとりな
がら、花植えができて楽しかった」「また、参加したい
です」等の意見をいただきました。お近くにお越しの
際は、ご覧ください。

　プラザけやきで、収集物を集めています。今回はベルマーク編です。菊川市立菊
川西中学校で、ベルマークを集め、福祉委員で仕分け作業をしています。集まった
ベルマークで、社会福祉協議会に車いすを寄贈していただきました。車いすは、市
内の方に貸し出ししたり、福祉教育で利用させていただきます。集まったベルマー
クは、職員が菊川西中学校へ届けています。皆さまの寄附のおかげで、様々な福
祉活動に役立っています。

障がい理解普及啓発交流事業「ふれあい企画」を開催しました

収集ボランティア～集めています～

赤い羽根共同募金　地域福祉活動支援助成を受けて活動しています
手話サークル太陽の会　菊川例会（夜）
　太陽の会は、昭和49年（1974年）に設立され、今年で49年を迎える歴史ある手話サークルです。今年
度は、ろう者11名、聞こえる人22名の計33名で活動しています。
　毎月第１・第３・第４木曜日の19：00～21：00に菊
川市役所東館プラザきくる１Ｆの町部地区センターで
定例会を開いています。会員が３つの班（学習班、レク
班、会報班）に分かれ、分担して定例会をやっています。
講習会のように、テキストを使った学習ではなく、楽し
く手話を学べるように各班が工夫をしています。
　最近ろうあ者をテーマにしたテレビドラマが人気で
す。手話の世界を体験してみませんか？是非一度見学
に来てください。
連絡先：鈴木（FAX：３５-１８２４）

おっ撮りカメラ隊　撮影

ボランティアの広場
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ホームページ
社会福祉法人 菊川市社会福祉協議会

菊川市社協 検索

〒439-0019 静岡県菊川市半済1865（プラザけやき内）
☎電話 0537-35-3724 　FAX 0537-35-3202 　Mail info@kiku-syakyou.or.jp
　ホームページ http://www.kiku-syakyou.or.jp/

相 談 窓 口

※災害等の警報が発令された場合、中止になることがあります。開催につきましては、菊川市社会福祉協議会☎35-3724にお問い合わせください。

福 祉 総 合 相 談 日時　月～金曜日　8:15～17:00
心 配 ご と 相 談 日時　８月１日(火)9:00～12:00(受付11:30まで)　８月15日(火)13:00～16:00(受付15:30まで)

会場　プラザけやき
日時　８月７日(月)13:00～16:00(受付15:30まで)　８月21日(月)9:00～12:00(受付11:30まで)
会場　小笠支所会議棟

ひきこもり・不登校相談 日時　月～金曜日　8:15～17:00
会場　プラザけやき　　予約電話　090-8321-0438

生活困窮者自立相談 日時　月～金曜日　8:15～17:00
結 婚 相 談 日時　８月５日(土)9:00～12:00(受付11:00まで)

８月20日(日)9:00～12:00(受付11:00まで)
会場　プラザけやき　※初めての方は、写真と印鑑をご持参ください。

子 育 て 相 談 日時　火～土曜日　9:00～16：30
会場　きくがわ子育て支援センター　☎37-1135

おがさ子育て支援センター　  ☎73-5698

 開  催  日  　①令和５年９月４日（月）②令和５年10月28日（土）※１日のみの参加も可能
 時 　 　 間  　13:30～15:30（受付開始：13:00）
 会 　 　 場  　六郷地区センター　多目的ホール
 講 　 　 師  　静岡県レクリエーション協会副理事長　青

あお

野
の

　宏
ひろ

子
こ

　氏
 持  ち  物  　上履き、飲み物、タオル（運動ができる服装）
 募 集 定 員  　30名程（先着順）※８月28日（月）締め切り
 問 合 わ せ  　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

誰もが笑顔になれる　レクリエーション講座開催（ふれあい健康づくり）
～生活習慣病等の発症予防をしながら健康に～

災害ボランティアコーディネーター養成講座を開催します！
　災害ボランティアコーディネーターとは、災害時に県内外から集まるボランティアと被災者をつなぐ役割を果たします。
　菊川市でも災害時にはボランティア支援本部を立ち上げ、支援が必要な被災者のところへ必要なボランティア
を派遣します。あなたも災害時にぜひ地域の力となってください。みなさまのお申し込みをお待ちしています。
 開 催 日 時  　１日目　令和５年８月19日(土) ９:00～15:45
 ２日目　令和５年９月 ３日(日)12:00～15:30
 会 　 　 場  　両　日　菊川市プラザけやき　菊川市半済1865
 内 　 　 容  　「ふじのくに災害ボランティアコーディネーター養成講座」
 （静岡県ふじのくに防災に関する知事認証認定）
 対 　 　 象  　・市内在住または在勤の方

・災害ボランティアコーディネーターの活動に関心のある方
・受講修了後に、菊川災害ボランティアコーディネーターの一員となり活動していただける方

 募 集 定 員  　15名（先着順）※令和５年８月７日（月）締め切り
 問 合 わ せ  　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

事前登録の災害ボランティアを募集しています。QRコードから、お申し込みお願いいたします。
 問 合 わ せ  　菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

各種事業  募集

8




